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目的 

アユは漁業や遊漁の対象としてだけでなく，河川流域

の山村地区の食材や観光資源として，重要な魚種となっ

ている。しかし，近年の県内におけるアユの漁獲量は，

ピーク時の1980年代の約600トンから大きく減少してお

り，アユ資源は危機的状況にある。 

アユ資源が減少した主な原因として，河川環境の変化，

冷水病の蔓延，カワウなどによる被害と考えられている。 

また，近年遊漁者の減少が続き，遊漁料収入が減少する

ことで漁協の経営が厳しくなっている。 

本研究では，冷水病の発生状況の把握とカワウ被害軽

減対策の情報収集と提供，遊漁者ニーズの把握調査及び

餌料環境形成に必要な諸条件の検証を行った。 

 

方法 

1 冷水病の発生状況把握 

本県ではアユの防疫対策として，県内でアユの放流を

行った漁協に対し，放流した種苗の由来，冷水病の履歴，

輸送，放流までの水温状況等を記録した「あゆ種苗来歴

カード」（以下，来歴カード）の提出を依頼している。

 令和元年度に提出された来歴カードのデータを整理・

解析することにより，冷水病の発生状況を把握するとと

もに，被害軽減対策について検討した。 

2 カワウによる被害軽減対策 

漁業者によるカワウ被害軽減のための活動を支援する

ため，全国のカワウ駆除および被害防止対策の先進事例

を調査し，漁業者に対して情報提供を行った。 

3 遊漁者ニーズの把握調査 

 減少が続いている遊漁者を増加させる対策の参考とす

るため，遊漁者が求める漁場等へのニーズについて聞き

取り調査を行った。 

4 餌料環境形成に必要な諸条件の把握調査 

 アユの餌料である付着珪藻は、大雨により流量が増加

すると，石の表面から流出，流量の減少に伴い再生する。 

 県内の河川で，水温や付着珪藻の状況を調査した。そ

の再生に大きく影響すると考えられる水温や降水量など

の諸条件との関係を調べた。 

 

結果および考察 

1 冷水病の発生状況把握 

来歴カードはアユを放流した 17 漁協から，84 放流群

について提出があった。 

来歴カードの情報から，解禁後 1 ヶ月後の状況として

「冷水病が発生して不漁」という報告が 1 放流群あった。 

冷水病予防対策として，放流時に与えるストレスを軽

減するためには，輸送時と河川との水温差をなるべく小

さくすることは重要であり，水温差が 5℃以上になると，

アユにとって危険といわれている。 

来歴カードから，輸送時と河川の水温が記載されてい

る放流群の 72％で温度差は 3℃以内となっており，近年

の実績（H30 年 79%，H29 年約 9 割）より低下していた。

 そこで 3℃を超えた放流事例について，放流直前の天

候を確認したところ，降雨や夏日が認められ、それによ

る一時的な水温の変動があったことが原因と推測された。

なお，5℃を超えた水温差での放流は報告されていない。 

また，「冷水病は発生していないが不漁」との報告も

14 放流群あった。その内訳は，漁協の全ての放流群が該

当したものが 3 漁協（8 放流群），一部の放流群が該当

したものが 2 漁協（6 放流群）であった。後者は同一日

放流群でも好漁・不漁が分かれていることから、放流場

所（支流）の差によると推測された。 

2 カワウの被害軽減対策 

令和元年 12 月に開催された内水面漁連研修会におい

て，水産研究・教育機構中央水産研究所等から情報収集

した被害防止対策や直近のカワウ生息状況等について説

明した。また，カワウ以外にも冷水病の対策状況や全国

的な課題として，カワシオグサの繁茂や外来珪藻のミズ

ワタクチビルケイソウの分布拡大について情報提供した。

 漁協からは，疑わしい藻類を見つけた場合の判別につ

いて要望があった。 

3 遊漁者ニーズの把握調査 

当初はアンケート用紙を配布・回収することを計画し

ていたが，より詳しくニーズを把握するために，設問形

式での聞き取り調査に変更した。 

9 月 15 日，県内のアユ漁場にて 14 名の遊漁者から聞

き取りを行った。 

聞き取り項目は、「移動時間の上限」「釣り場を選ぶ

理由（情報源）」「放流種苗の考え方」「帰路の寄り道」

「あれば良い情報・釣り場や漁協へ要望」である。 

回答者は、約 8割が県内に住所を有し、釣り歴 20年以

上のベテランで、7割が 60歳以上であった。 

 釣り場への移動時間（片道）の上限では，「2時間以
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内」「気にしない」にほぼ二分された。高速道路等の整

備により移動範囲が広がったとの声も多く、普段から近

隣県の河川も釣行先となっていることがうかがえる。 

 次に釣り場選ぶ理由（情報源）では，全員が「ＨＰ等

の釣果情報（数・サイズ）」を上げ，次いで「友釣り専

用区の有無」「移動時間」「漁期」「ＨＰ等の河川情報」

と続いた。一方「放流量」「新聞・雑誌の記事」はなか

った。これらの結果から，直近の釣行先の選択にはＨＰ

等の情報が，漁期を通した選択には「遅くまで釣りがで

きること」が重視されていることがわかる。これを裏付

けるように解禁から時間の経過とともに「県内」→県内

の網漁解禁後に「友釣り専用区」→網漁解禁の遅い「三

重・和歌山県境」→網漁の内「和歌山県内」と釣り場を

変えると答えた人が複数いた。 

 放流種苗については，その由来は湖産・海産・こだわ

らないがほぼ同数，サイズも「できるだけ大きく」と「特

にない」がほぼ同数で、放流種苗へのニーズとして際立

ったものは見られなかった。 

 帰路の寄り道は、3 割の人が温泉に寄ると答えたが、

こだわった食事やおみやげの購入をあげる人はなく、多

くがそのまま帰宅しているようである。 

 あったらよいと思う情報や漁協・釣り場に望むことで

は、釣り場への入り口や駐車場所の案内表示を求める声

が多く、このような情報がないと新しい河川には行きづ

らいという声が多かった。それ以外では、ＨＰでの情報

提供や更新頻度の増加、友釣り専用区の増加・期間延長

などがあった。 

 この調査結果は、研修会等を通じて遊漁者の増加対策

の参考として漁協関係者に提供する。  

4 餌料環境形成に必要な諸条件の把握調査 

 今年度のアユ漁期は、漁期前に大雨による河川水の増

加があったが、漁期に入ってからは不安定な天候が続い

た。梅雨明け後は好天となったが、長くは続かず前線の

影響で再び不安定な天候が続いた。漁期を通じて大雨に

よる増水がなく、水温等の状況にとどまった。次年度以

降も引き続き調査を行う。 
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　　　　　　三重県水産研究所鈴鹿水産研究室

1 住所 県内　　　　　　県外（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2 性別 男　　　女

3 年齢 （　　　　　　）才台

4 アユ釣り歴 　　　～5年　　　　5～10年　　10～20年　　　20年以上

5 普段の移動時間（片道）の上限は？

1時間以内　　　　2時間以内　　　　3時間以内　　　気にしない

6 釣り場を選ぶ理由を上位3つまで教えてください

放流量

自宅からの距離（移動時間）

漁期（解禁日　　　網漁の解禁日）

HP等の情報（河川の状況）

HP等の情報（釣果（数））

HP等の情報（釣果（ｻｲｽﾞ））

新聞、雑誌の記事

友釣り専用区の有無

川の景観

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7 放流魚について（種別、サイズ）の考え方

海産由来 できるだけ大きいもの

琵琶湖産由来 遡上アユより少し大きなサイズ

人工 遡上アユと同じくらいのサイズ

特にない 特にない

8 帰路の寄り道等について （あり　　　なし）

温泉　　こだわりの食事　　おみやげの購入　　その他（　　　　　　　　　　　　　）

9 あったらいいなと思う情報等は？

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10 漁協、釣り場に望むことは？

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

アユ漁場（釣り場）に関するニーズ調査

種

別

サ

イ

ズ


